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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月19日(2016.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３レベル三相インバータの出力周波数に応じた変調波信号の一周期を１２×ｎ個（ｎは
自然数）の区間に等分割し、
　前記等分割した各区間内では、三相のうち一相のみがスイッチングを行い他の二相はス
イッチングを行わずに出力電位をゼロ、正で一定または負で一定のいずれかに保持し、
　前記等分割した各区間の境界でのみ、三相の各相は前記等分割した各区間の出力電位を
ゼロ、正で一定または負で一定のいずれかの状態に変化させ保持するために必要なスイッ
チングを行う
ことを特徴とする３レベル三相インバータの駆動制御装置。
【請求項２】
　３レベル三相インバータの出力周波数に応じた変調波信号の１／４周期（０～９０°）
を３×ｎ個（ｎは自然数）の区間に等分割し、
　位相０～９０°までを順に番号付けした前記区間１～３×ｎに対して、自然数ｉ（１≦
ｉ≦ｎ）につき区間ｉ、区間２×ｎ＋１－ｉおよび区間２×ｎ＋ｉを同一グループとして
ｎ個のグループを構成し、
　三相のうちの一相は、前記ｎ個のグループそれぞれが、当該グループに属する前記３つ
の区間のうち１つの区間内のみのスイッチングを行い他の２つの区間内ではスイッチング
を行わずに出力電位をゼロ、正で一定または負で一定のいずれかに保持し、前記区間の境
界でのみ、各区間の出力電位をゼロ、正で一定または負で一定のいずれかの状態に変化さ
せ保持するために必要なスイッチングを行い、
　前記変調波信号の残りの３／４周期（９０～３６０°）は、各１／４周期毎に前記位相
０～９０°の出力波形と上下対称および前後対称の少なくともいずれかの波形となるよう
にスイッチングを行い、
　三相の他の二相は、前記一相とはそれぞれ１２０°および２４０°位相のずれた対称波
形となるようにスイッチングを行う
ことを特徴とする３レベル三相インバータの駆動制御装置。
【請求項３】
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　請求項２に記載の３レベル三相インバータの駆動制御装置であって、
　ｎ＝２の時、三相のうち一相は、前記変調波信号の１／４周期（０～９０°）の内、位
相０～１５°までは出力電位ゼロとし、少なくとも位相１５～６０°までは正で一定の出
力電位とし、位相６０～９０°の区間内ではスイッチングを行う
ことを特徴とする３レベル三相インバータの駆動制御装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の３レベル三相インバータの駆動制御装置であって、
　ｎ＝２の時、三相のうち一相は、前記変調波信号の１／４周期（０～９０°）の内、位
相０～１５°までは出力電位ゼロとし、少なくとも位相１５～４５°までは正で一定の出
力電位とし、位相４５～６０°の区間内ではスイッチングを行い、少なくとも位相６０～
７５°までは正で一定の出力電位とし、位相７５～９０°の区間内ではスイッチングを行
う
ことを特徴とする３レベル三相インバータの駆動制御装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の３レベル三相インバータの駆動制御装置であっ
て、
　当該駆動制御装置の同期ＰＷＭモードをユニポーラ変調とする
ことを特徴とする３レベル三相インバータの駆動制御装置。
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